
⑶ 共同生活援助事業所

(グループホーム)
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

       お住
すま

いの市町村窓口
しちょうそんまどぐち

で「障害福祉
しょうがいふくし

サービス受給者証
じゅきゅうしゃしょう

」を申請
しんせい

してください。

　　 その後
ご

、「利用希望者様
りようきぼうしゃさま

」と「指定特定相談支援事業者
していとくていそうだんしえんじぎょうしゃ

」と「施設側
しせつがわ

」とで調整
ちょうせい

を行
おこな

う流
なが

れとなります。

　　＊ 事前
じぜん

の施設見学
しせつけんがく

をお勧
すす

め致
いた

します。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

20,000(未・一)
16,000(福・コ)

24,000

✉ keyaki@musasinogou.com

ＨＰ https://www.musasinogou.com/

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

☎ ０４８－５８８－１３５８

〒３６０－０２１１

　熊谷市善ケ島３３１０番地１

ＦＡＸ ０４８－５８８－８８３０

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

33

社会福祉法人
しゃかいふくしほうじん

　むさしの郷
ごう

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

　未来
み ら い

ホーム
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

4,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

10,000

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

　月途中
つきとちゅう

の入退所
にゅうたいしょ

については、利用料
り よ う り ょ う

を重要
じゅうよう

事項
じ こ う

の

取
と

り決
き

めにより、日割
ひ わ

りにてお支払
し は ら

い頂
いただ

きます。

＜間取りや施設内の写真＞

事業所紹介

グループホームでは、食事提供、身辺保清、余

暇活動などの支援のほか、活動を継続するため職

場等との連絡、調整を行い安定した生活を送る援

助をしております。

また、健康管理は、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ施設のけやき寮と

連携しながら通院支援も行っております。

＜定員備考＞

未来ﾎｰﾑ 熊谷市弥藤吾578-18 定員10人

一路ﾎｰﾑ 熊谷市弥藤吾578-15  定員10人

ｺｽﾓｽﾎｰﾑ 熊谷市妻沼4850-6 定員 7人

59

mailto:keyaki@musasinogou.com
https://www.musasinogou.com/


✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

6 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 5 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

運営体制
うんえいたいせい

～新島
にいじま

に関
かん

しては右
みぎ

側
がわ

の体制通
たいせいとお

り。玉井
たまい

に関
かん

しては夜勤
やきん

・休日
きゅうじつ

の職員体制
しょくいんたいせい

はなし。食事
しょくじ

提供
ていきょう

に関
かん

してもご自身
じしん

での準備
じゅんび

となります。ま

た、家賃
やちん

は変動制
へんどうせい

（県営住宅
けんえいじゅうたく

を利用
りよう

しているため）となります。

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

5,000

小遣い等

社会福祉法人埼玉県ブルーバードホーム

新　島　荘（新島・玉井）
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

1,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

☎ ０４８-５３６-３３３３

〒360-0101    熊谷市野原245
    障害者支援施設

　　　　　江　南　愛　の　家

ＦＡＸ ０４８-５３６-８３３３

✉ ainpie@an.wakwak.com

ＨＰ kounan-ainoie.com

その他
ほか

△ △〇 △

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
り よ う

までの流
なが

れ

「電話
で んわ

でのご相談
そうだん

・ご説明
せつめい

」　⇒　「ホーム見学
けんがく

」　⇒　「宿泊
しゅくはく

体験
たいけん

」　⇒　「ホーム利用
り よ う

開始
か い し

」

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

新島　～　17.500
玉井　～　31.000

27,500

＜新島荘の写真＞事業所紹介

平成13年、「新島荘」（熊谷市新島）は定員4名

で開設しました。平成29年には県営住宅熊谷玉井

団地（熊谷市玉井）を利用したホーム「新島荘

（玉井）」を新島荘の増員（2名）という形で開所

し、現在は定員6名のホームとなりました。また、

同法人の障害者支援施設「江南愛の家」がバック

アップ施設となっております。
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✓

✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
な い よう

3 6 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れ ん ら く

先
さ き

〇 〇〇

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

肢体
し た い その他

ほか

医療的
いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ

その他
ほか 重度

じゅうど

心身
しんしん肢体

し た い

知的
ち て き高次

こ う じ

脳
のう

機能
き の う

一般社団法人ねむの木の丘

ケアホームアルビジア

児童
じ ど う

〇

日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

身体
しんたい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

精神
せいしん

短期入所
たんきにゅうしょ

〒360-0164埼玉県熊谷市楊井１７８４番地16

ＦＡＸ 048-501-5886

利用
りよう

までの流
なが

れ

あり

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ う び こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

利用料
り よ う り ょ う

については直接
ちょくせつ

お問
と

い合
あ

わせ下
く だ

さい。 食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

夕食
ゆうしょく

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

利用料
り よ う り ょ う

について

家賃
や ち ん

食費
し ょ く ひ

なし

なし

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

✉
ＨＰ 比企の丘 (nemunokinooka.or.jp)

☎ 048-501-5883

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

あり

運営
うんえい

体制
たいせい

事業所紹介

「アルビジア」はねむの木の花を意味します。ねむの木は大地に根を張り春になると淡いピンクのつつまし

やかな花を咲かせます。 目立たないがしっかりと自己主張をしつつも周りと協調する姿から、障害を持ちつ

つも地域で頑張って生活している方々と重なります。そんな、ねむの木の花を想いながら、少しの手助けが

あれば自立した生活に近づける方々のために、グループホーム「アルビジア」,生活介護「比企の丘」、「相

談支援センターねむの木の丘」を立ち上げました。 ここでは、皆で協力しながら安心して生活をし、安定し

た住居での心穏やかな生活を送るお手伝いを出来たら幸いです。

＜施設の写

真＞

写真枠は自

由に増やし

＜施設の写真＞
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

1食250～400
※

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

ＦＡＸ 048-536-8003

✉ oninoieno.home@snow.plala.or.jp

ＨＰ

14

8

6

☎ 048-536-8003

〒360-0105
埼玉県熊谷市板井1618-4

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

利用
りよう

までの流
なが

れ

連絡
れんらく

していただきましたら、施設
し せ つ

の概要
がいよう

等
とう

説明
せつめい

させていただきます。

その後
ご

見学
けんがく

、体験利用
たいけんりよう

となります。【 窓口
まどぐち

9：00～16：00 】

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

27,500/32500

特定非営利活動法人　おにの家

ケアホームハイツ桜ヶ丘
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

身体
しんたい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

その他
ほか

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

1泊400

肢体
し たい

（うち　女性
じょせい

）

〇 〇

精神
せいしん

肢体
し たい

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

※朝食
ちょうしょく

250円
えん

、昼食
ちゅうしょく

300円
えん

、夕食
ゆうしょく

400円
えん

＜間取りや施設内の写真＞

ハイツ桜ヶ丘 ハイツ桜ヶ丘・第２

事業所紹介

日中から夜間まで職員を配置して、日中の

余暇や通院などの生活支援を行っています。

利用者が「選べる暮らし」を送れるよう要望

に沿って、支援内容だけでなく人員配置や施

設環境を柔軟に、暮らしづくりを進めていま

す。
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

3 0 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 1 5 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 1 0 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

問
と

い合
あ

わせ→見学
けんがく

・面談
めんだん

→体験
たいけん

入居
にゅうきょ

→選考
せんこう

・連絡
れんらく

→ご入居
にゅうきょ

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

31,880

22,000

✉ satuki-i@kuh.biglobe.ne.jp

ＨＰ

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

☎ 048-588-5266

〒

ＦＡＸ 048-588-5266

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

特定非営利活動法人さつき寮

さつき寮
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

12,000

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

日用品
にちようひん

費
ひ

5,000円

事業所紹介

のびのび、のんびりした大きな家族の１人として、

自立した生活を目指していくグループホームです。

月に１度、花見やお祭り等、様々な行事を行って

います。

定員状況によりますが、興味・関心のある方は、

事前連絡の上、見学してみてください。

360-0201   熊谷市 妻沼 1461-4
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

6 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 3 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 3 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ利用料備考

り よ う り ょ うび こ う 昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

（うち　女性
じょせい

）

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

社会福祉法人たんぽぽ福祉会

スカイパレット 日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

3,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

実費

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし
通院支援は応相談。
基本的に１年毎日職員が出勤します。

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

☎ ０４８－５２５－９４４２

〒３６０－０８１２
埼玉県熊谷市大原１－２３－１１
熊谷たんぽぽ

ＦＡＸ

✉
ＨＰ http://www7b.biglobe.ne.jp/~tanpopo/skyp.html

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇 〇△ 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

見学
けんがく

→面接
めんせつ

→医師
い し

の意見書
いけんしょ

→体験利用
たいけんりよう

→正式
せいしき

利用
り よ う

の流
なが

れとなっています。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

47,000

朝２５０円／回
夕４５０円／回

＜間取りや施設内の写真＞＜事業所の紹介＞
アパート型グループホームです。一人一部屋の

ご利用で、プライバシーへも配慮しています。

職員は基本的に毎日出勤しています。

朝、夕の出勤で、調理支援や相談支援を

行っています。

夜間対応として警備機器、連絡体制が確保

されています。
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

9 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 9 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 0 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

詳細
しょうさい

につきましては、お問
と

い合
あ

わせください。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

34,500

25,000

✉ kounan0402@outlook.jp

ＨＰ

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

☎ 048-536-0402

〒360-0111　熊谷市押切2620-12

ＦＡＸ 同上

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

特定非営利活動法人　生活ホーム江南

特定非営利活動法人　生活ホーム江南
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

2,500

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

△

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

3,000

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

＜間取りや施設内の写真＞

当ホーム8室、サテライトホーム1室。

事業所紹介

当ホームは、H12年4月に設立されました。入居

者さんも職員も毎日楽しく生活しております。定

期的に外食や旅行等に出掛けています。
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✓

　

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

5 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 4 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 1 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

ホーム見学
けんがく

→体験利用
たいけんりよう

→利用
り よ う

契約
けいやく

→利用
り よ う

開始
か い し

以上
いじょう

が利用
り よ う

までの基本的
きほんてき

な流
なが

れです。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

36000

480

✉ soreiyu@cube.ocn.ne.jp

ＨＰ

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

△ 〇△ △

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

☎ 048-589-1918

〒360-0201
熊谷市妻沼1492-21

ＦＡＸ

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

一般社団法人　それいゆ

それいゆ館
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

0

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

実費

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

食
しょく

材料費
ざいりょうひ

、日用品
にちようひん

など実費
じ っ ぴ

負担
ふ た ん

事業所紹介

共同生活ができ、日中活動（デイケアや作業所

等の利用）が可能な方。一般企業への

通勤も可能です。

各部屋に洗濯機、エアコン付きです。

同じ建物の中に共用室があり世話人がいて

相談したり仲間と交流することができます。

1階居室 １０１ １０３

１０２は共用室

２階居室 ２０１ ２０２ ２０３

キッチンはIH器具なので
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✓

✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
な い よう

3 6 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れ ん ら く

先
さ き

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

✉
ＨＰ 比企の丘 (nemunokinooka.or.jp)

☎ 048-501-5883

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

あり

運営
うんえい

体制
たいせい

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

利用料
り よ う り ょ う

について

家賃
や ち ん

食費
し ょ く ひ

なし

なし

〒360-0164埼玉県熊谷市楊井１７８４番地16

ＦＡＸ 048-501-5886

利用
りよう

までの流
なが

れ

あり

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ う び こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

利用料
り よ う り ょ う

については直接
ちょくせつ

お問
と

い合
あ

わせ下
く だ

さい。 食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

夕食
ゆうしょく

一般社団法人ねむの木の丘

ケアホームアルビジア

児童
じ ど う

〇

日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

身体
しんたい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

精神
せいしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

肢体
し た い その他

ほか

医療的
いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ

その他
ほか 重度

じゅうど

心身
しんしん肢体

し た い

知的
ち て き高次

こ う じ

脳
のう

機能
き の う

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

〇 〇〇

事業所紹介

「アルビジア」はねむの木の花を意味します。ねむの木は大地に根を張り春になると淡いピンクのつつまし

やかな花を咲かせます。 目立たないがしっかりと自己主張をしつつも周りと協調する姿から、障害を持ちつ

つも地域で頑張って生活している方々と重なります。そんな、ねむの木の花を想いながら、少しの手助けが

あれば自立した生活に近づける方々のために、グループホーム「アルビジア」,生活介護「比企の丘」、「相

談支援センターねむの木の丘」を立ち上げました。 ここでは、皆で協力しながら安心して生活をし、安定し

た住居での心穏やかな生活を送るお手伝いを出来たら幸いです。

＜施設の写

真＞

写真枠は自

由に増やし

＜施設の写真＞
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✓

✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

9 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 9 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 0 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

居室（クローゼット、断熱サッシ）

まずはご連絡
れんらく

ください。その後
ご

、見学
けんがく

、面談
めんだん

、短期入所
たんきにゅうしょ

からと言
い

う流
なが

れが一般的
いっぱんてき

です。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

35,000

24,000

✉ kakebono.npo@gmail.com

ＨＰ

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

☎ ０４８－５２７－５２２７

〒360－0186 熊谷市石原１０９７－６

ＦＡＸ ０４８－５３２－８６５５

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

NPO法人　あけぼの

グループホームあけぼの
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

0

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

8,000

3,000

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

事業所紹介

敷地内にある農園で無農薬。有機栽培の野菜

を栽培し、それを提供して食事を作っていま

す。

大ホール（食堂・居間）トイレ（温水洗浄便座・センサー照明）
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

6 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

家賃補助
や ち ん ほ じ ょ

のある方
かた

は上記
じ ょ うき

家賃
や ち ん

から補助金額
ほ じ ょ き ん が く

を差
さ

し引
ひ

いた金額
きんがく

です。

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

実費

日用品費3000
更新料積立3000

特定非営利活動法人　精神保健福祉の会　ひなたぼっこ

グループホーム　ショコラ
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

☎ 048-525-5623

〒360-0815　熊谷市本石2-146

ＦＡＸ 048-525-5623

✉ hinatabokko@cocoa.plala.or.jp

ＨＰ

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

主治医
し ゅ じ い

に相談
そうだん

→見学
けんがく

→市
し

、相談支援
そうだんしえん

事業所
じぎょうしょ

への申請
しんせい

、利用計画
りよ うけいかく

作成
さくせい

→体験利用
たいけんりよう

→正式決定
せいしきけってい

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

28000・30000

朝250・夕600

＜間取りや施設内の写真＞事業所紹介

一人で暮らしていく事が不安だったり、困

難であっても共同生活で共に暮らし、一人ひ

とりの自立した生活を実現することを目的と

しています。

＜施設の写真＞
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✓

✓

✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

19 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 15 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 4 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

１日2.365円
えん

(税込
ぜ い こ

み) 体験
たいけん

宿泊
しゅくはく

出来
で き

ます！！随時見学
ずいじけんがく

も受
う

け付
つ

けております。

短期入所
たんきにゅうしょ

は障害種別
しょうがいしゅべつ

関
かか

わらず受
う

け入
い

れ可能
か の う

です。(お気軽
き が る

にお問
と

い合
あ

わせください)

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

消費税
しょうひぜい

日用品費
にちようひんひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

34,000

25,000

✉ grouphome.mirai.kumagaya@gmail.com

ＨＰ

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所です。～事業所からのアピール～】

〇 〇〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

☎ 048-501-1180

〒360-0014
埼玉県熊谷市箱田7-3-11箱田ハイツ301

ＦＡＸ 048-501-1181

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

一般社団法人ウィズみらい

グループホームみらい
包括型
ほうかつがた

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

5,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

10,000

4,000

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

利用料
り よ う り ょ う

は上記
じ ょ うき

の合計
ごうけい

78,000円
えん

家賃
や ち ん

補助
ほ じ ょ

（10,000円
えん

）がある場合
ば あ い

は利用料
り よ う り ょ う

68,000円
えん

事業所紹介

ぬくもりのある温かいホームで楽しくワクワクした生活を始めませんか？アパートの一室で利用者さ

ん同士、共同生活を送りながら、自立した生活が送れるよう支援をしています。食事は、食材宅配

サービスを利用しながら、朝食夕食バランスの取れたご飯を職員が手作り。皆さん食堂で食事の時

間を楽しんでいかれます。誕生日にはケーキを用意して皆さんでお祝い

全部屋 エアコン、テレビ、ベッド完備です！！

（冷蔵庫、洗濯機、トイレ、バス共有）
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

9 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 5 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 4 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

就労先の支援有り  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

お問合
といあわ

せを頂
いただ

いてから、どんな事
こと

でもご相談
そうだん

ご要望
ようぼう

に沿
そ

える様
よう

に努
つと

めております

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

25000

HP magechi.house@gmail.com

ＨＰ

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

△ 〇〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

https://onelife-inc.com/group_home/minnanoouchi-misyoushinden/

☎ 048-594-9216

〒360-0113　熊谷市御正新田1153-5
みんなのおうち御正新田
〒360-0161　熊谷市万吉572-252
みんなのおうち万吉

ＦＡＸ 048-594-9216

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

さいたま障害福祉事業所

みんなのおうち御正新田・みんなのおうち万吉
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

5,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

15,000

30000

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

・現金
げんきん

、通帳
つうちょう

等
など

の貴重品
きちょうひん

管理
かんり

を希望
きぼう

される場合
ばあい

は別途
べっと

　2,000円
000 え ん

　・水光
すいこ

熱費
うねつひ

、共益費
きょうえきひ

については半年
はんとし

毎
ごと

に清算
せいさん

し過払
かばら

い分
ぶん

を返金
へんきん

　　・上記
じょうき

家賃
やちん

か

ら10,000円
000 え ん

家賃補助
やちんほじょ

を差
さ

し引
ひ

き（※実質
じっしつ

15,000円
000 え ん

）

★事業所紹介★

①土日祝日関係なく夜間は必ずスタッフがいるので安心で

す。

②通院同行や日中活動先がない方の支援をします。

③近隣住人の方との交流が深く、畑をお借りして野菜や果

物を自家栽培しています。

④看護師が定期的に訪問しておりますので安心です。
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

3 8 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 2 6 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 1 2 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

相談
そうだん

→見学
けんがく

→体験
たいけん

→入居
にゅうきょ

ご相談
そうだん

お待
ま

ちしております。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

15,000～33,000

朝400 昼500
夜600

✉ info@grand-waon.jp

ＨＰ https://grand-waon.jp

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇 〇〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

☎ 050-2018-6392

〒360-0036
埼玉県熊谷市桜木町１丁目８１－２

ＦＡＸ 050-3398-6874

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

株式会社日本リメイク

グランドわおん
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

3,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

〇 〇 〇

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

20,000

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
りよ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

＜間取りや施設内の写真＞

間取りや施設内の写真など、雰囲気がわか

るものなどの提示にご利用ください（この

文章は消してからご利用ください）

事業所紹介

スタッフが朝昼晩の三食愛情込めて料理を作りま

す♪

お1人ずつ時間に合わせて温かいお料理を提供

しております。また、お風呂もお1人ずつ綺麗な湯

船に入れ替えおり、毎日がキレイな風呂です！

※熊谷市内に10ホームあります。

＜施設の写

真＞

写真枠は自

由に増やし

＜施設の写真＞
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✓

✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

7 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 5 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 2 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項 ※通院支援は相談可  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

各種
かくしゅ

お問
と

い合
あ

わせください。わかりやすく丁寧
ていねい

にご説明
せつめい

いたします。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

13000～28000

27,000

✉ info@yunizon.jp

ＨＰ https://yunizon.jp

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

△ 〇〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

☎ 048-578-8770

〒360-0812
熊谷市大原３丁目４－２７

ＦＡＸ 048-578-8824

△

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

ＮＰＯ法人埼玉共生福祉会

障がい者グループホーム　ユニゾン
介護サービス包括型

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

3,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

△

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ事業所名

じ ぎ ょ う し ょ め い

△

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

15,000

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

＜間取りや施設内の写真＞事業所紹介
私たちは「成長できる場所」「くつろげる場所」

「信頼できる人間関係を作れる場所」こんなホー

ムづくりを目指しております。

利用者様が安心できるようにスタッフは基本的に

常駐しております。

現在大原、成沢、石原にグループホームがありま

す。
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

7 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 7 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
りよう り ょ うび こう

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく体験

たいけん

入居
にゅうきょ

は食事
しょくじ

も含
ふく

めて、全
すべ

て無料
むりょう

です。利用料
りようりょう

は４か月
げつ

ごとに実費
じ っぴ

を計算
けいさん

してご利用
り よ う

実費
じ っぴ

料金
りょうきん

しかいただきません。

お気軽
きがる

にお問
と

い合
あ

わせください。

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

体調、服薬、金銭管理、お買い物等支援

15,000

3,000

株式会社　モアトラスト

ぽかぽか障害福祉事業所　ぽかぽか埼玉１GH
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

0

身体
しんたい

肢体
したい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

☎ ０４８－５７８－８６６４

〒360-0112
埼玉県熊谷市樋春１９８４－１１
ぽかぽか埼玉１グループホーム

ＦＡＸ ０４８－５７８－８６７４

✉ pokapoka.kumagaya1@gmail.com

担当 携帯TEL０９０－２１５２－６６７０

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

お問
と

い合
あ

わせ下
くだ

さい。（090-2152-6670　担当
たんとう

おのがわ）→ご見学
けんがく

日時
に ち じ

お申
もう

し付
つ

けください。→ご見学
けんがく

時
じ

お気軽
き が る

にご質問
しつもん

下
くだ

さい。→希望者
きぼ う し ゃ

は体験
たいけん

入居
にゅうきょ

（全額
ぜんがく

無料
むりょう

、体験
たいけん

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

申請
しんせい

）→入居
にゅうきょ

開始
か い し

精神
せいしん

肢体
したい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う その他

ほか

日用品
にちようひん

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

14,880

30,000

＜間取りや施設内の写真＞

間取りや施設内の写真など、雰囲気がわか

るものなどの提示にご利用ください（この

文章は消してからご利用ください）

事業所紹介（生活支援）お食事、買い物、

体調管理バイタル測定、お薬管理、日中支援

通院同行無料、清掃支援

（日中活動の支援）通所・帰宅支援

日中活動先のご紹介、連絡調整

（スタッフ体制）ベテランのスタッフたちが

３６５日、土日祝日、夜間全て常勤してます。
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✓

✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

2 0 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 2 0 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 0 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

〇 〇 〇

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

13,000

2,000
（日用品費）

ソーシャルインクルー株式会社

ソーシャルインクルーホーム熊谷石原
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

〇

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

△

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

☎ ０４８－５９８－５７８０

〒360-0816

　　　熊谷市石原８５９－１

ＦＡＸ ０４８－５９８－５７８７

✉ sih.kumagayaishihara@socialinclu.co.jp

ＨＰ https://www.socialinclu.co.jp/

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇 〇〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

①お電話
で んわ

にてご見学
けんがく

希望
き ぼ う

の日程
にってい

を調整
ちょうせい

（土日
ど に ち

祝
しゅく

も見学
けんがく

対応
たいおう

可能
か の う

です）

②見学
けんがく

当日
とうじつ

ご利用
り よ う

される方
かた

のご要望
ようぼう

をお伺
うかが

いいたします。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

52,500

30,000

＜間取りや施設内の写真＞事業所紹介

・車椅子の受け入れ、ご家族様との外出は可

能です。

・夜勤帯３～４名の職員が在籍しているので

安心です。

・日中活動に行くことが難しい方でも２４時

間在所可能です。
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

4 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 0 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 4 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

 

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

17,500～20,000

30,000

ＨＰ https://grouphome-yuuraku.com/

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇〇 〇

☎ 048-526-9718

〒360-0031
熊谷市末広1-34-1

ＦＡＸ 048-526-9756

✉ honten@e-soigner.co.jp

あり なし

なしあり

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

利用
りよう

までの流
なが

れ

①ご見学
けんがく

　②ご家族
か ぞ く

・ご本人
ほんにん

との面接
めんせつ

　③体験
たいけん

　④入居者
にゅうきょしゃ

選考
せんこう

　⑤ご契約
けいやく

　⑥入居
にゅうきょ

開始
か い し

その他
ほか

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

発達
はったつ

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う視覚

し か く

その他
ほか

株式会社
かぶしきかいしゃ

　ソワニエ

障
しょう

がい者
し ゃ

グループホーム　遊楽
ゆ う ら く 日中支援型共同生活援助

にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

その他
ほか

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

5,000

1,000(日用品費)

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

＊＊＊大切にしたいこと＊＊＊

・家庭的な雰囲気で安心して生活できる場を利用者さまと

ともに作ります。

・スタッフが２４時間いつでも対応いたします。

・スタッフは高齢・障がい・児童の支援を実践してきてい

ますので、利用者さまひとりひとりによりそって支援いた

します。

・利用者さまの体調やペースに合わせた支援をいたします。
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✓

✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

5 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 5 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
りようりょうびこう

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

家賃2万円には補助金月額1万円を含みます。

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

〇 〇

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

一般社団法人　コーシェリ

グループホーム　ボヌール
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

3,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

15,000

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

☎ 070-8959-8789

〒360-0804
埼玉県熊谷市妻沼563-3

ＦＡＸ

✉ koseling543@gmail.com

ＨＰ

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇 〇〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

お住まいの区市町村または指定相談支援事業者にご相談し、区市町村にサービス利用の申請、支給決定
を行い、サービス受給者証の交付を受けて下さい。
不安のある方はサポート致します。

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

共益費
きょうえきひ

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

20,000

32,000

＜施設の写真＞事業所紹介

職員は365日常駐している為、24時間体制で安心してサ

ポートを受ける事ができます。

福祉大学卒、国家資格所持者からの専門的知識を生かし、

自分らしさを大切にした生活が送れるよう支援をさせて頂

きます。室内をフルリフォーム済。WiFi、エアコンが完備さ

れ、徒歩で通える範囲で役所やコンビニ、スーパー、病院

も複数ある為、地域で安心して生活を送る事ができます。
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✓

1 利用
り よ う

可能
か の う

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

○　利用
りよう

可能
かのう

です。　△　ご相談
そうだん

ください。

2 サービスの内容
ないよう

7 名
めい

円
えん

車いす利用者の受入
くるま りようしゃ うけいれ

 可  不可 7 名
めい

円
えん

バリアフリー化
か

 済  未 0 名
めい

円
えん

通院
つういん

支援
し え ん

 可  不可

円
えん

日中活動
にっちゅうかつどう

の必要性
ひつようせい

 必要  不要 夜勤
や き ん

宿直
しゅくちょく

体制
たいせい

 

円
えん

その他追加事項  

 

 

3 連絡
れんらく

先
さき

夕食
ゆうしょく

休日
きゅうじつ

利用料備考
り よ う り ょ うび こ う

昼食
ちゅうしょく

朝食
ちょうしょく

※光熱費
こ う ね つ ひ

・食費
し ょ くひ

・日用品
にちようひん

・通信費
つ う し ん ひ

、これらの費用
ひ よ う

は

年度
ね ん ど

末
まつ

に余
あま

った場合
ば あ い

には、返却
へんきゃく

します。

事業所名
じ ぎ ょ う し ょ め い

食事提供体制
しょくじていきょうたいせい

10,000

通信費
2,000

株式会社　フォーメド

フォーメドGH熊谷１
日中支援型共同生活援助
にっちゅうしえんがたきょうどうせいかつえんじょ

共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）

3,000

身体
しんたい

肢体
し たい

☑がついているサービスが利用
りよう

可能
かのう

なサービスです。

難病等
なんびょうとう

運営
うんえい

主体
しゅたい

知的
ち て き

児童
じ ど う

重度
じゅうど

心身
しんしん

短期入所
たんきにゅうしょ

くらしの情報
じょうほう

休日
きゅうじつ

職員体制
しょくいんたいせい

あり なし

なしあり

運営
うんえい

体制
たいせい

定員
ていいん

入所
にゅうしょ

合計
ごうけい

（うち　男性
だんせい

）

（うち　女性
じょせい

）

☎ 048-598-3870
（不在時090-9677-0369梅田）

〒360-0856

熊谷市別府2丁目207-2

ＦＡＸ 048-598-3870

✉ umeda-m@formed.co.jp

ＨＰ https://formed-gh.jp

その他
ほか

【わたしたちは、こんな事業所
じ ぎ ょ う し ょ

です。～事業所
じ ぎ ょ う し ょ

からのアピール～】

〇〇 〇

視覚
し か く

その他
ほか

発達
はったつ

利用
りよう

までの流
なが

れ

①相談
そうだん

　②見学
けんがく

　③ヒアリング・面談
めんだん

　④内容
ないよう

説明
せつめい

　⑤体験
たいけん

入居
にゅうきょ

　⑥入居
にゅうきょ

の可否
か ひ

の確認
かくにん

⑦市長
しちょう

村
むら

への申請
しんせい

　⑧入居
にゅうきょ

準備
じゅんび

　⑨利用契約
りよ うけいやく

　⑩入居
にゅうきょ

開始
か い し

精神
せいしん

肢体
し たい

知的
ちてき 医療的

いりょうてき

ケア児
じ 発達

はったつ高次
こ う じ

脳
のう

機能
きの う その他

ほか

その他
ほか

日用品
にちようひん

利用料
りようりょう

について

家賃
や ちん

食費
しょくひ

水道
すいどう

・光熱費
こうねつひ

部屋の形による
42,000～44,000

30,000

事業所紹介

入居者一人ひとりがが自分らしく輝けるよう、笑顔の絶えな

い環境作りに努めています。スタッフ同士や地域の皆様との

温かい交流を大切にし、安心して笑顔で過ごせる場所を目指

しています。笑顔が広がることで、幸せなコミュニティが生

まれることを願っています。
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